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は
じ
め
に �

　

天
台
寺
門
宗
の
総
本
山
で
あ
る
三
井
寺
（
園
城
寺
）
に
は
、
天
台
宗
の

開
祖
・
天
台
智
者
大
師
の
尊
像
画
が
数
本
伝
来
し
て
い
る
。
そ
の
一
本
は
、

最
澄
将
来
の
図
像
を
踏
襲
し
た
室
町
時
代
の
古
画
で
、
こ
こ
で
注
意
を
引

く
の
は
、
箱
書
き
に
「
町
田
久
成
寄
附
」
と
記
さ
れ
、
町
田
久
成
の
旧
蔵

品
で
あ
っ
た
点
で
あ
る（
１
）。

　

町
田
久
成
（
一
八
三
八
～
九
七
年
）（
２
）
は
、
日
本
に
お
け
る
博
物
館

の
創
設
に
邁
進
し
、
東
京
帝
室
博
物
館
（
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
）
の

初
代
館
長
と
し
て
博
物
館
の
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
物
と
し
て

知
ら
れ
、「
明
治
初
期
の
古
美
術
の
保
護
と
研
究
の
先
駆
者
」（
３
）
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　

久
成
の
生
涯
で
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
三
井
寺
山
内
の
法
明
院
住

職
・
桜
井
敬
徳
（
一
八
三
四
～
八
九
年
）
と
の
仏
教
を
通
じ
て
の
交
流
で

あ
る
。
二
人
の
交
わ
り
は
、岡
倉
天
心
を
は
じ
め
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、ビ
ゲ
ロ
ー

へ
と
広
が
り
、
こ
と
に
敬
徳
へ
の
帰
依
を
深
め
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
ビ
ゲ

ロ
ー
は
仏
門
に
入
り
、
死
後
も
法
明
院
に
墓
所
を
設
け
る
ま
で
に
い
た
っ

て
い
る
。
久
成
自
身
も
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
五
二
歳
の
と
き
に

敬
徳
の
も
と
で
授
戒
、
官
界
を
辞
し
て
三
井
寺
に
入
っ
て
い
る
。

•••••••••••••••••••••••••••••••
Name :
FUKE　toshihiko

Title :
Hisanari Machida and  Miidera Houmyouin

Summary : 
Hisanari Machida (1838-1897) is known for his work in the pres-
ervation of national treasures from the early years of the Meiji 
Period and his research of those treasures. He was particularly 
dedicated to establishing museums and is perhaps best known as 
the first curator of the Tokyo National Museum. In the later years 
of his life, Machida entered the Buddhist priesthood and became 
a disciple of Keitoku Sakurai of Miidera Houmyouin just as such 
famous men as Ernest F. Fenollosa and William S. Bigelow had. 
In this paper I will introduce some of Machida’s lesser-known 
achievements at Miideara.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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を
考
え
る
上
で
も
、
い
わ
ば
世
界
の
眺
望
を
獲
得
し
て
い
く
大
き
な
第
一

歩
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

一-

二
　
文
化
財
保
護
と
「
模
写
」

　

久
成
が
帰
国
し
た
の
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
六
月
下
旬
。
こ
の

年
十
月
に
は
大
政
奉
還
が
行
な
わ
れ
、
時
代
は
大
き
く
変
わ
る
。

　

明
治
政
府
に
出
仕
し
た
久
成
が
残
し
た
最
大
の
業
績
は
、
も
ち
ろ
ん
日

本
初
の
近
代
的
な
博
物
館
の
創
設
で
あ
る
。
そ
の
第
一
歩
と
な
る
の
が
、

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
「
集
古
館
建
設
の
提
言
」
で
あ
る（
５
）。
こ

の
提
言
は
「
明
治
期
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
歴
史
の
端
緒
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
博
物
館
建
設
の
必
要
性
を
論
理
的
に
説
い
た

最
初
の
も
の
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」（
６
）。
久
成
は
明
治
初
年
の
神

仏
分
離
、
廃
仏
毀
釈
の
烈
風
が
吹
き
荒
れ
る
な
か
、「
厭
旧
尚
新
ノ
弊
風
」

に
よ
っ
て
「
天
下
の
宝
器
珍
什
」
と
い
っ
た
貴
重
な
文
化
財
が
急
速
に
失

わ
れ
て
い
く
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
久
成
は
、
文
化

財
は
「
考
古
ノ
徴
拠
」
で
あ
り
、「
古
今
時
勢
ノ
沿
革
ハ
勿
論
往
昔
ノ
制

度
文
物
ヲ
考
証
」
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
、
そ
の
対
策
と
し
て
日
本

に
お
け
る
文
化
財
の
散
逸
、
破
壊
を
防
ぎ
、
保
護
、
伝
承
す
る
た
め
の
博

物
館
（
集
古
館
）
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
刻
も
早
く
文
化
財
保
護
の
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
、「
一
歳
有
餘
ヲ
打
過
候
ハ
バ
天
下
ノ
古
器
旧
物
ハ
大
概
壊
滅
」

し
て
し
ま
う
ほ
ど
事
態
が
切
迫
し
て
い
る
な
か
、
博
物
館
建
設
だ
け
で
な

く
「
旧
物
ヲ
図
面
ニ
模
写
致
シ
羅
集
編
成
」
す
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
文
化

　

こ
れ
ま
で
久
成
に
つ
い
て
は
、
彼
の
最
大
の
業
績
で
あ
る
博
物
館
創
設

を
中
心
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
久
成
晩
年
の
事
績
を
跡
づ
け

る
作
業
を
通
じ
て
、
三
井
寺
に
お
け
る
町
田
久
成
に
つ
い
て
素
描
を
試
み

た
い
。

一
、
町
田
久
成
の
業
績 �

一-

一
　
薩
摩
か
ら
世
界
へ

　

幕
末
に
薩
摩
藩
主
・
島
津
氏
の
庶
流
の
家
に
生
ま
れ
た
町
田
久
成
に

と
っ
て
、
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
二
八

歳
の
と
き
に
薩
摩
藩
の
若
き
俊
英
た
ち
十
五
名
を
率
い
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡

航
し
た
こ
と
で
あ
る（
４
）。
お
よ
そ
二
年
余
の
滞
在
で
ロ
ン
ド
ン
を
は
じ

め
翌
年
四
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
パ
リ
万
博
に
も
赴
い
て
い
る
。
明
治

維
新
へ
と
胎
動
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
西
洋
の
近
代
文
明
を
体
感
し
、
大

き
な
衝
撃
と
感
動
を
う
け
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
パ
リ
万
博
が
幕
府
、
薩

摩
藩
、
佐
賀
藩
に
分
か
れ
て
参
加
し
て
い
た
事
実
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う

に
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
藩
や
国
と
い
っ
た
地
域
に
分
か
れ
、
人
々
は

そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
た
地
域
の
文
化
を
生
き
て
お
り
、
国
民
的
に
統
合
さ
れ

た
日
本
国
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
起
因
す
る
問
題
意
識
へ
と

久
成
を
促
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
留
学
経
験
が
久
成
を
し
て
西
洋
近
代

国
家
と
対
峙
し
う
る
国
家
と
し
て
の
日
本
、
あ
る
い
は
国
民
と
し
て
の
日

本
人
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
決
定
的
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
の
ち
に
久
成
が
な
し
遂
げ
る
博
物
館
創
設
と
い
う
仕
事
と
生
き
様
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明
治
政
府
の
美
術
行
政
の
柱
と
な
っ
た
の
は
、
殖
産
興
業
と
し
て
の
美

術
工
芸
品
の
振
興
、
美
術
教
育
制
度
の
確
立
、
そ
し
て
古
美
術
（
古
器
旧

物
）
の
保
護
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
古
美
術
を
保
護
、
収
蔵
し
て
展
示
す
る

博
物
館
や
美
術
館
の
創
設
、
そ
れ
は
人
々
の
眼
差
し
、
見
る
こ
と
を
規
範

化
す
る
制
度
と
し
て
の
施
設
、
い
わ
ば
「
文
明
の
装
置
」
を
人
々
の
目
に

見
え
る
形
で
提
示
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。（
９
）

　

ま
た
、
美
術
教
育
の
分
野
に
お
い
て
岡
倉
天
心
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
っ

て
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
設
立
さ
れ
た
東
京
美
術
学
校
も
ま
た
博

物
館
同
様
、
美
術
教
育
と
い
う
制
度
を
通
じ
て
国
家
の
成
員
た
る
新
し
い

日
本
国
民
を
創
出
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

二
、
三
井
寺
入
寺
以
後
の
町
田
久
成 �

二-

一
　
桜
井
敬
徳
と
の
出
会
い

　

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
一
〇
月
一
九
日
、
久
成
は
突
如
と
し
て
三

月
に
開
館
し
た
ば
か
り
の
博
物
館
の
館
長
を
辞
任
す
る
。（
10
）
そ
し
て
翌

年
四
月
に
は
、
三
井
寺
法
明
院
の
住
持
・
桜
井
敬
徳
か
ら
八
斎
戒
を
、
さ

ら
に
東
大
寺
戒
壇
で
円
頓
菩
薩
戒
を
受
け
、
仏
門
に
入
る
。

　

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
元
老
院
議
員
と
な
る
が
、
こ
の
こ
ろ

よ
り
久
成
の
向
島
小
梅
の
別
邸
に
は
、
岡
倉
天
心
を
は
じ
め
フ
ェ
ノ
ロ
サ

や
ビ
ゲ
ロ
ー
が
足
繁
く
訪
問
し
、
敬
徳
も
上
京
の
折
り
に
は
町
田
邸
に
止

宿
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
は
敬
徳
の
説
く
仏
教
に
深
く
関
心
を
寄
せ
、

こ
と
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
ビ
ゲ
ロ
ー
は
、
同
年
九
月
に
町
田
邸
に
お
い
て
敬

財
を
「
模
写
」
し
、
収
集
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
一

例
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
の
が
、「
漢
委
奴
国
王
」
で
知
ら
れ
る
「
金
印
」

の
模
造
で
あ
る（
７
）。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
旧
福
岡
藩
主
黒
田
公
が

久
成
邸
を
訪
れ
て
実
物
を
示
し
た
。
久
成
は
大
い
に
驚
き
厳
重
に
保
存
さ

れ
る
と
と
も
に
皇
室
に
奉
納
す
べ
く
篆
刻
家
の
益
田
香
遠
に
依
頼
し
て
模

造
品
を
制
作
し
た
と
い
う
。
後
述
す
る
梵
鐘
の
模
鋳
や
『
古
逸
叢
書
』
の

事
例
を
考
え
る
上
で
も
、
こ
の
時
点
で
久
成
が
「
模
写
」
の
重
要
性
を
正

確
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

一-

三
　
博
物
館
と
い
う
制
度
の
創
出

　

久
成
の
提
言
は
、
翌
月
に
「
古
器
旧
物
保
存
方
」
の
公
布
と
し
て
実
現

し
、
翌
年
に
始
ま
る
社
寺
宝
物
調
査
（
壬
申
検
査
）
へ
と
結
び
つ
く
こ
と

に
な
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
、
い
よ
い
よ
博
物
館
創
設
に
向

け
、
決
定
的
と
な
る
上
野
寛
永
寺
跡
地
に
「
大
博
物
館
建
設
の
必
要
」
の

建
議
が
行
な
わ
れ
る
。
大
久
保
利
通
の
強
力
な
主
導
の
も
と
で
進
め
ら
れ

る
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
の
旗
印
の
も
と
久
成
の
望
む
博
物
館
へ
の
道
程

は
決
し
て
平
穏
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
久
成
は
、
博
物
館
も

ま
た
殖
産
興
業
に
資
す
る
べ
し
と
の
方
針
に
、
と
き
に
抵
抗
し
つ
つ
、
こ

れ
を
巧
み
に
利
用
し
「
国
策
で
あ
る
殖
産
興
業
を
目
的
と
す
る
内
国
勧
業

博
覧
会
の
開
催
と
博
物
館
建
設
作
業
を
連
動
さ
せ
、
博
物
館
史
料
の
確
保

と
公
開
施
設
（
博
物
館
）
の
創
設
に
向
っ
た
」（
８
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
三
月
、つ
い
に
博
物
館
の
開
館
に
こ
ぎ
着
け
、

自
ら
初
代
の
館
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
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徳
か
ら
戒
を
授
か
り
、
仏
門
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
岡
倉
天
心
も
ま
た
翌

年
五
月
に
法
明
院
に
お
い
て
敬
徳
か
ら
授
戒
し
て
い
る（
11
）。

　

久
成
の
も
と
に
集
ま
っ
た
岡
倉
天
心
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
ビ
ゲ
ロ
ー
、
そ

し
て
敬
徳
た
ち
に
通
底
し
て
い
た
意
識
は
、
や
は
り
「
日
本
と
は
」、「
日

本
人
と
は
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
か
け
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
『
美
術
真
説
』
に
お
い
て
「
美
術
の
制
度
化
」
と

し
て
新
し
い
日
本
画
の
創
出
を
主
張
し
た
よ
う
に
各
々
立
場
の
相
異
は
あ

る
と
い
え
、
そ
の
向
う
方
向
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
誰
も
が
直
面
し
た
最
大
の
課
題
は
、
た
と
え
ば
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
日

本
画
に
し
て
も
「
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
福
沢
諭
吉
が
『
学
問
の
す
ゝ

め
』
四
編
（
一
八
七
四
年
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
日
本
に
は
唯
政
府

あ
り
て
未
だ
国
民
あ
ら
ず
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
。
こ
こ
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
国
家
形
成
と
国
民
形
成
の
ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
「
日
本
画
」
が
求

め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
る
場
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
国
民
は
「
日
本
画
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

未
来
に
属
し
て
い
た
」（
12
）
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
日
本
と
日

本
人
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二-

二
　
三
井
寺
入
寺

　

久
成
は
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
一
二
月
一
日
、
敬
徳
に
従
い
剃
髪
、

大
乗
菩
薩
沙
弥
戒
を
受
け
、
出
家
後
直
ち
に
東
京
に
戻
り
、
浅
草
橋
場
の

本
邸
と
向
島
小
梅
の
別
邸
を
処
分
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
月
一
四
日
に
敬

徳
が
死
去
す
る
や
二
六
日
に
は
元
老
院
を
辞
し
て
三
井
寺
に
入
っ
て
い
る
。

久
成
自
身
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
れ
ほ
ど
仏
教
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の

か
は
判
然
と
は
し
な
い
が
、
一
貫
し
て
文
化
財
の
保
護
に
携
わ
っ
て
き
た

久
成
に
と
っ
て
、
当
時
の
寺
院
や
僧
侶
の
お
か
れ
た
情
況
に
つ
い
て
は
多

く
を
見
聞
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。（
13
）

　

明
治
を
迎
え
て
政
治
体
制
が
急
激
か
つ
全
面
的
に
一
変
し
、
そ
れ
ま
で

普
遍
的
な
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
価
値
観
が
否
定
さ
れ
、
宗
教
的
伝
統

や
美
的
判
断
の
基
準
も
絶
対
的
で
は
な
く
な
る
と
い
う
大
変
動
の
な
か
で
、

誰
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
経
験
で
き
る
内
容
だ
け
で
は
、
社
会
全
体
の

在
り
方
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
時
代
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
仏
教
の
世
界
に
生
き
る
僧
侶
た
ち
に
と
っ
て
も
事
情
は
同
じ
で
、
久

成
が
帰
依
し
た
敬
徳
も
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
敬
徳
が
、明
治
一
九
年（
一
八
八
六
）に『
義
瑞
和
尚
行
業
記
』（
14
）

を
版
行
し
た
こ
と
に
も
顕
れ
て
い
る
。
法
明
院
の
開
祖
・
義
瑞（
一
六
六
七

～
一
七
三
七
年
）
は
、
幕
藩
体
制
下
の
も
と
安
定
期
を
迎
え
た
十
八
世
紀

初
頭
に
仏
教
の
復
興
改
革
を
訴
え
た
僧
で
、
敬
徳
自
ら
版
行
の
趣
旨
を
記

し
た
後
記
に
「
源
頭
に
活
水
有
り
、
則
ち
下
流
自
ず
か
ら
清
し
、
津
路
誤

た
ず
、
則
ち
彼
岸
に
達
す
可
し
、
我
山
律
幢
之
再
振
、
義
瑞
和
尚
の
主
唱

と
為
す
…
（
中
略
）
…
復
古
之
業
、
殆
ど
其
功
を
全
う
す
」
と
記
し
、
法

明
院
創
建
の
意
義
を
「
律
幢
之
再
振
」、「
復
古
之
業
」
と
捉
え
て
い
る
。

敬
徳
自
身
や
は
り
明
治
初
期
の
混
迷
の
時
代
に
あ
っ
て
、
本
書
を
公
刊
す

る
こ
と
に
よ
り
自
ら
の
法
脈
の
「
源
頭
」
で
あ
る
義
瑞
の
足
跡
を
振
り
返

り
、
再
認
識
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
の
仏
教
の
存
在
、
そ
の
行
く
末

を
人
々
に
問
い
か
け
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
久
成
と
の
関
係
で
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注
目
さ
れ
る
の
は
、
版
行
に
当
た
っ
て
久
成
が
印
刷
代
金
を
立
替
え
た
と

推
測
さ
れ
る
点
で
あ
る（
15
）。

　

ま
た
、
久
成
自
身
も
『
敬
徳
大
和
上
略
伝
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
本
書

は
敬
徳
没
後
二
年
、
三
回
忌
に
当
た
る
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
一
二

月
一
四
日
に
あ
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
敬
徳
を
「
先
師
」
と
呼
び
、

自
ら
を
「
小
弟
」
と
し
て
敬
徳
の
業
績
が
宣
布
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

　

久
成
は
文
化
財
の
保
護
や
博
物
館
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
時
代
に
処
し
か

ね
、
心
の
寄
る
辺
を
失
っ
て
混
迷
す
る
人
々
に
と
っ
て
仏
教
信
仰
、
そ
れ

は
旧
来
の
仏
教
で
は
な
く
未
来
を
見
据
え
て
改
革
が
同
時
進
行
し
て
い
る

仏
教
に
こ
そ
、「
日
本
人
」
の
人
心
を
統
合
す
る
可
能
性
を
見
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二-

三
　
崇
福
寺
再
興
と
梵
鐘
の
模
鋳

　

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
三
月
、
久
成
は
三
井
寺
光
浄
院
の
住
職
に

就
任
す
る
と
同
時
に
荒
廃
し
て
い
た
崇
福
寺
（
志
賀
山
寺
）
の
兼
務
住
職

と
な
り
復
興
を
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

崇
福
寺
は
天
智
天
皇
に
よ
っ
て
大
津
京
時
代
に
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
、

法
明
院
開
祖
・
義
瑞
に
よ
っ
て
一
度
は
再
興
さ
れ
た
が
、
当
時
は
ま
た
荒

廃
し
、敬
徳
も
再
興
を
望
ん
で
い
た
と
い
う
。
明
治
二
一
年（
一
八
八
八
）

の
敬
徳
か
ら
久
成
宛
の
書
簡
で
は
、
工
事
が
進
ん
で
い
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
が（
16
）、
久
成
は
敬
徳
の
遺
志
を
嗣
い
で
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
蔵
の
『
町
田
久
成
略
伝
』（
17
）
に
よ
る
と
「
八
万
四
千
の
白
衣
観
音
の

願
筆
を
揮
毫
し
、
以
て
世
の
喜
捨
財
を
蒐
め
、
一
大
梵
鐘
の
鋳
造
を
企
図

す
」
と
あ
り（
18
）、
こ
れ
を
も
っ
て
崇
福
寺
復
興
の
資
金
に
充
て
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
三
月
に
「
志
賀
山
寺
町
田
久
成
」

の
名
で
発
行
さ
れ
た
「
志
賀
山
再
建
并
梵
鐘
浄
財
募
縁
」（
三
井
寺
所
蔵

文
書
）
に
も
鋳
造
す
る
梵
鐘
の
図
と
と
も
に
寄
附
人
や
世
話
人
の
名
前
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
梵
鐘
の
図
か
ら
も
企
て
ら
れ
た
の
は
、
現
在
も
三

井
寺
に
伝
わ
る
重
要
文
化
財
の
銅
鐘
を
模
鋳
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

見
本
と
な
っ
た
鐘
は
、
遼
の
太
平
一
二
年
（
一
〇
三
一
）
に
制
作
さ
れ
た

朝
鮮
鐘
で
、
宝
相
華
と
唐
草
文
を
配
し
、
美
し
い
天
人
像
が
陽
鋳
さ
れ
た

優
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
久
成
が「
集
古
館
建
設
の
提
言
」

以
来
、「
考
古
ノ
徴
拠
」
で
あ
る
優
れ
た
文
化
財
を
模
写
す
る
こ
と
の
重

要
性
の
主
張
が
貫
か
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
白
衣
観
音

の
揮
毫
も
然
り
、
ま
さ
に
久
成
は
「
書
を
能
く
し
、
天
性
画
技
に
長
じ
、
且

つ
鑑
識
に
富
み
、篆
刻
は
天
才
に
造
詣
深
く
、模
造
模
写
を
巧
み
に
す
」（
19
）

と
略
伝
が
伝
え
る
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
崇
福
寺
の
梵
鐘
と
し
て
模
鋳
さ
れ
た
鐘
は
、
そ
の
後
数
奇
な
運

命
を
た
ど
る
。
鋳
造
後
し
ば
ら
く
は
光
浄
院
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
昭
和

三
年
（
一
九
二
八
）
に
再
建
さ
れ
た
法
明
院
の
鐘
楼
に
懸
け
ら
れ
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
に
供
出
、
幸
い
に
も
鋳
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
な
く
戦
後
返
還

さ
れ
て
円
満
院
に
仮
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
所
在
不
明
と
な
っ
て

い
る
。
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二-

四
　
久
成
の
古
書
籍
蒐
集
と
『
古
逸
叢
書
』

　

崇
福
寺
再
興
の
た
め
発
願
さ
れ
た
梵
鐘
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
久
成
が

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
三
井
寺
の
開
祖
智
証
大
師
一
千
年
遠
忌
に

あ
た
り
、
こ
の
鐘
の
銘
文
を
黎
庶
昌
（
一
八
三
七
～
九
七
年
）
に
依
頼
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
銘
文
は
、
黎
庶
昌
の
文
集
『
拙
尊
園
叢
稿
』
巻
六

に
「
崇
福
寺
鐘
銘
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る（
20
）。
黎
庶
昌
は
、
貴
州

省
遵
義
の
出
身
で
、曽
国
藩
の
幕
僚
と
な
り
、明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）

に
駐
日
清
国
公
使
と
し
て
来
日
し
た
人
物
で
あ
る
。
文
人
と
し
て
名
高
く
、

在
日
中
に
は
、
中
国
国
内
で
す
で
に
散
逸
し
た
古
典
籍
を
収
集
し
、
楊
守

敬
（
一
八
三
九
～
一
九
一
五
年
）
と
と
も
に
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）

に
『
古
逸
叢
書
』
二
六
種
二
〇
〇
巻
に
ま
と
め
刊
行
し
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。

　

久
成
は
出
身
地
の
名
を
と
っ
て
「
石
谷
」
と
号
し
、
古
美
術
を
は
じ
め

古
典
籍
の
蒐
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
崇
福
寺
の
鐘
銘
を
依
頼
し

た
黎
庶
昌
と
の
関
係
で
は
、
久
成
が
所
蔵
し
て
い
た
平
安
後
期
の
古
写
本

『
天
台
山
記
』が
、『
古
逸
叢
書
』に
収
め
ら
れ
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
天

台
山
記
』
は
唐
代
の
八
二
五
年
に
徐
霊
府
が
撰
述
し
た
地
誌
で
、
久
成
旧

蔵
の
写
本
は
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
し
、
他
に
伝
本
の
な
い
孤

本
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
包
紙
に
は
「
安
然
先

德
真
蹟
、
天
台
山
記
、
星
使
、
黎
庶
昌
古
佚
叢
書
中
へ
、
収
、
石
谷
珎
蔵
」

の
墨
書
が
あ
り
、久
成
が
手
に
入
れ
珍
蔵
し
て
い
た
も
の
を
黎
庶
昌
の『
古

逸
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る（
21
）。
ま
た
同
じ
く
『
古
逸

叢
書
』
に
収
め
ら
れ
た
『
大
宋
重
修
廣
韻
』
も
久
成
旧
蔵
本
で（
22
）、
久

成
の
蔵
書
の
質
の
高
さ
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
黎
庶
昌
と
の
関
係
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に �

　

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）、
前
年
か
ら
体
調
を
崩
し
て
い
た
久
成
は
、

九
月
一
五
日
に
上
野
公
園
の
韻
松
亭
で
世
を
去
る
。
享
年
六
〇
で
あ
っ
た
。

三
井
寺
で
は
功
績
に
酬
い
る
た
め
権
大
僧
正
の
僧
位
を
贈
っ
て
い
る
。
直

ち
に
寛
永
寺
津
梁
院
に
内
葬
さ
れ
た
後
、
遺
言
に
よ
り
三
井
寺
に
送
ら
れ
、

法
明
院
墓
地
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
墓
所
と
向
か
い
合
う
場
所
に
埋
葬
さ
れ
た
。

墓
碑
に
は
「
本
実
成
院
権
大
僧
正
久
成
大
和
上
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
の
庭
園
に
顕
彰
碑
が
建
っ
て
い
る
。
久
成
の

十
七
回
忌
に
当
た
る
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
親
交
の
あ
っ
た
井
上
馨

や
杉
孫
七
郎
た
ち
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
歴
史
学
者
の
重
野
安

繹
が
碑
文
を
撰
し
て
い
る（
23
）。
そ
の
末
尾
に
は
「
龍
に
攀
じ
鳳
に
附
く
、

雲
台
麟
閣
は
、我
願
に
非
ず
、我
何
く
に
か
適
わ
ん
、兜
率
天
こ
そ
安
宅
」

と
あ
り
、
三
井
寺
の
本
尊
で
も
あ
る
弥
勒
仏
の
浄
土
で
あ
る
兜
率
天
に
安

住
す
る
こ
と
を
願
っ
た
久
成
に
言
及
し
て
い
る（
24
）。

　

明
治
政
府
の
高
官
の
地
位
を
棄
て
、
仏
門
に
飛
び
込
ん
だ
町
田
久
成
。

世
人
か
ら
「
近
世
の
一
奇
人
な
り
」（
25
）
と
称
さ
れ
た
生
涯
は
、
世
界
の

中
で
激
変
し
て
い
く
明
治
の
日
本
に
あ
っ
て
、
薩
摩
藩
の
名
家
出
身
と
し

て
の
矜
持
と
近
代
国
家
を
担
う
日
本
人
と
し
て
の
使
命
と
の
狭
間
を
生
き

た
彼
独
特
の
自
己
韜
晦
の
一
表
現
で
あ
っ
た
と
い
え
ば
深
読
み
し
す
ぎ
で
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あ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
町
田
久
成
の
関
係
文
書
と
み
ら
れ
る
資
料
が
、
三
井
寺
山
内
の

勧
学
院
か
ら
聖
教
類
と
と
も
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
本
資
料
の
整

理
、
研
究
を
課
題
と
し
た
い
。

写真１：町田久成肖像（三井寺法明院蔵）写真２：アーネスト・F・フェノロサ

写真３：桜井敬徳像（三井寺法明院境内）写真４：町田久成の墓（三井寺法明院墓地）

写真６：東京国立博物館構内に建つ顕彰碑 写真５：町田久成の志賀山再建并梵鐘浄財募縁
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�

註（
１
）
絹
本
著
色
・
天
台
大
師
画
像
（
一
二
四
・
六
×
七
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
そ
の
箱
書

き
に
「
町
田
久
成
寄
附　

天
台
大
師
画
像　

古
画　

園
城
寺
蔵
」（
箱
蓋
）、「
明
治

四
十
四
年
十
二
月　

假
箱
寄
附　

光
浄
院
暹
暻
」（
箱
底
）
の
墨
書
が
あ
る
。

（
２
）
町
田
久
成
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
末
尾
掲
載
の
「
町
田
久
成
関
係
略
年
譜
」
を
参
照
。
そ

の
他
、
主
な
論
著
に
東
京
国
立
博
物
館
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』（
一
九
七
三
年
）、

門
田
明
「
町
田
久
成
略
伝
」『
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
要
』
第
四
八
号
（
一
九
九
七
年
）、

関
秀
夫
『
博
物
館
の
誕
生　

町
田
久
成
と
東
京
帝
室
博
物
館
』（
岩
波
新
書
、二
〇
〇
五
年
）、

椎
名
仙
卓
『
日
本
博
物
館
成
立
史　

博
覧
会
か
ら
博
物
館
へ
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
五
年
）、

井
上
洋
一
「
町
田
久
成
」（『
博
物
館
学
人
物
史
（
上
）』
所
収
（
雄
山
閣
、
二
〇
一
〇
年
）、

吉
田
千
鶴
子
『〈
日
本
美
術
〉
の
発
見　

岡
倉
天
心
が
め
ざ
し
た
も
の
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る

（
３
）
佐
藤
道
信
『
明
治
国
家
と
近
代
美
術
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
四
〇
・
四
一
頁

（
４
）
犬
塚
孝
明
『
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
』（
中
公
新
書
、
一
九
七
四
年
）

（
５
）
前
掲
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』

（
６
）
前
掲
『
博
物
館
学
人
物
史
（
上
）』

（
７
）
門
田
明
前
掲
論
文
並
び
に
「
町
田
石
谷
先
生
碑
銘
」
磯
ヶ
谷
紫
江
『
墓
碑
史
蹟
研
究
』
第

九
巻
（
後
苑
荘
蔵
版
、
一
九
三
二
年
）

（
８
）
前
掲
『
博
物
館
学
人
物
史
（
上
）』

（
９
）
北
澤
憲
昭
『
眼
の
神
殿
「
美
術
」
受
容
史
ノ
ー
ト
』（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
〇
年
）、
と

く
に
第
三
章
参
照

（
10
）
辞
任
の
事
情
に
つ
い
て
は
前
掲
『
博
物
館
の
誕
生　

町
田
久
成
と
東
京
帝
室
博
物
館
』

一
五
九
～
一
六
〇
頁
参
照

（
11
）
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
法
明
院
に
関
す
る
主
な
論
著
は
、
山
口
靜
一
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
』（
三
省
堂
、

一
九
八
二
年
）、同
氏
『
三
井
寺
に
眠
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
ビ
ゲ
ロ
ウ
の
物
語
』（
宮
帯
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）
並
び
に
源
豊
宗
・
滋
野
敬
淳
『
三
井
寺
法
明
院
』（
観
光
資
源
保
護
財
団
、

一
九
七
五
年
）

（
12
）
北
澤
憲
昭
『「
日
本
画
」
の
転
位
』
四
六
頁
（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年
）

（
13
）
後
藤
純
郎
「
博
物
局
書
籍
館
長
、
町
田
久
成　

そ
の
宗
教
観
を
中
心
と
し
て
」『
教
育
學

雑
誌
』
第
一
〇
号
（
日
本
大
学
教
育
学
会
、
一
九
七
六
年
）

（
14
）
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
門
弟
寛
温
等
に
よ
る
『
義
瑞
和
尚
行
業
記
』

（
15
）
大
島
朋
剛
「
博
物
館
退
官
後
に
お
け
る
町
田
久
成
の
事
績
」『
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
』
第
二
六
号
（
日

本
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会
、
二
〇
〇
六
年
）

（
16
）
大
島
朋
剛
前
掲
論
文

（
17
）
門
田
明
前
掲
論
文

（
18
）『
な
が
ら
の
さ
く
ら
』（
一
九
二
七
年
）
二
三
・
二
四
頁
並
び
に
写
真
版
一
三

（
19
）
門
田
明
前
掲
論
文

（
20
）
石
田
肇
「
園
城
寺
朝
鮮
鐘
と
崇
福
寺
鐘
銘　

町
田
久
成
と
黎
庶
昌
」『
史
迹
と
美
術
』
第

写真７：寛永寺津梁院の供養塔
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五
八
輯
ノ
七
（
五
八
七
号
）（
史
迹
美
術
同
会
、
一
九
八
八
年
）

（
21
）
薄
井
俊
二
に
よ
る
一
連
の
論
考
に
詳
し
い
が
、
徐
霊
府
『
天
台
山
記
』
に
つ
い
て
は
、「
天

台
山
を
め
ぐ
る
古
文
献
逸
文
輯
考
」（『
中
国
文
化
』
第
六
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
）、「
徐
霊

府
「
天
台
山
記
」
の
研
究
（
そ
の
一
）（『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
』
第
五
十
一
巻
第
一
号
、

二
〇
〇
二
年
）、「
天
台
山
記
の
流
伝
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
五
集
、二
〇
〇
三
年
）。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
天
台
山
記
」
に
つ
い
て
は
、
同
氏
の
「
徐
霊
府
「
天
台
山
記
」
の

研
究
（
そ
の
二
）（『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
』
第
五
十
一
巻
第
二
号
、二
〇
〇
二
年
）、「
国

立
国
会
図
書
館
蔵
「
天
台
山
記
」
に
つ
い
て
（『
汲
古
』
第
四
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）、「
再

び
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
天
台
山
記
」
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
第
四
四
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

こ
れ
ら
は
ま
と
め
ら
れ
薄
井
俊
二
『
天
台
山
記
の
研
究
』（
中
国
書
店
、
二
〇
一
一
年
）

と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
『
天
台
山
記
』
は
、
智
証
大
師
円
珍
に
よ
っ

て
日
本
に
将
来
さ
れ
、
写
本
が
作
ら
れ
て
延
暦
寺
の
経
蔵
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

寺
門
派
の
成
尋
が
書
写
し
て
入
宋
時
に
携
行
し
て
い
る
。
久
成
旧
蔵
の
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
の
写
本
（
二
五
・
五
×
一
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
は
、
五
大
院
安
然
が
関
わ
っ
た

写
本
と
し
て
伝
わ
り
、三
千
院
円
融
房
の
所
蔵
を
経
て
、久
成
の
架
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

『
古
逸
叢
書
』
に
模
刻
さ
れ
た
後
に
帝
室
図
書
館
の
所
蔵
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

（
22
）
石
田
肇
前
掲
論
文

（
23
）
前
掲
「
町
田
石
谷
先
生
碑
銘
」

（
24
）
滋
野
敬
淳
「
町
田
久
成
和
尚
小
話
」『
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
』
第
一
七
号
（
日
本
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会
、

一
九
九
七
年
）

（
25
）『
大
津
市
志
』
上
巻
（
大
津
市
私
立
教
育
会
、
一
九
一
一
年
）
及
び
『
近
江
人
物
志
』（
滋

賀
県
教
育
会
、
一
九
一
七
年
）
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町
田
久
成 

関
係
略
年
譜

西
暦

年
号

歳

関
連
事
項

参
考
事
項

一
八
三
八
天
保　

九
１
一
月
二
日
、町
田
久
長
（
伊
集
院
郷
石
谷
領
主
〈
鹿
児
島
市
石
谷
町
〉）
と
母
国
（
汲
）
子
（
吉

利
郷
〈
日
置
市
日
置
町
吉
利
〉
領
主
・
小
松
清
穆
長
女
）
の
長
男
と
し
て
鹿
児
島
城
下
千
石
馬

場
通
り
、
町
田
屋
敷
に
て
出
生

一
八
五
六
安
政　

三
19
母
死
去
、
遺
言
に
よ
り
江
戸
昌
平
坂
学
問
所
に
就
学
、
有
馬
新
七
と
出
会
う

一
八
五
九
安
政　

六
22
江
戸
就
学
を
終
え
薩
摩
に
帰
郷
。
御
小
姓
組
番
頭
と
な
る

一
八
六
二
文
久　

二
25
島
津
久
光
に
よ
り
大
目
付
に
抜
擢
さ
れ
る
（
島
津
斉
彬
は
一
八
五
八
年
に
死
去
）

一
八
六
四
元
治　

元
27
六
月
、
薩
摩
藩
開
成
所
の
設
立
に
参
加
、
小
松
帯
刀
（
家
老
）、
町
田
久
成
（
大
目
付
・
学
頭
）、

大
久
保
一
蔵
（
側
役
）
連
名

七
月
、
禁
門
の
変
に
六
郷
隊
（
兵
士
約
六
百
人
）
隊
長
と
し
て
参
戦

一
八
六
五
慶
応　

元
28
三
月
二
二
日
、
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
十
五
名
を
率
い
て
英
国
渡
航
に
出
発

一
八
六
七
慶
応　

三
30
六
月
下
旬
、
英
国
よ
り
帰
国

一
〇
月
一
四
日
、
大
政
奉
還 

四
月
、
パ
リ
万
博
に
日
本
（
幕
府
、

薩
摩
藩
、
佐
賀
藩
）
が
初
参
加

一
八
六
八
慶
応　

四
31
一
月
、
新
政
府
に
出
仕
、
外
国
事
務
局
の
参
与
兼
外
国
事
務
局
判
事

二
月
、
長
崎
裁
判
所
判
事
兼
九
州
鎮
撫
使
参
議

五
月
五
日
、
外
国
官
判
官
事
と
な
る
。
翌
日
に
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
る

三
月
二
八
日
、
神
仏
分
離
令

九
月
、「
明
治
」
に
改
元

一
八
六
九
明
治　

二
32
七
月
八
日
、
外
務
大
丞

七
月
二
二
日
～
八
月
二
二
日
、
英
国
エ
ジ
ン
バ
ラ
公
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
来
日
の
接
待
役
（
領
客
使

随
使
）
を
務
め
る

九
月
二
九
日
、
七
日
間
の
謹
慎
処
分
を
受
け
る

一
八
七
〇
明
治　

三
33
九
月
二
日
、
大
学
大
丞
と
な
る
、
大
学
南
校
物
産
局
勤
務
の
時
、
田
中
芳
男
（
幕
府
使
節
と
し

て
パ
リ
万
博
参
加
）
と
再
会

一
八
七
一
明
治　

四
34
四
月
二
五
日
、「
集
古
館
建
設
の
提
言
」
日
本
初
の
博
物
館
創
設
計
画
の
始
ま
り

五
月
五
日
、
田
中
芳
男
と
共
に
東
京
招
魂
社
大
祭
に
あ
わ
せ
三
番
薬
園
に
て
物
産
会
を
開
催

七
月
一
八
日
、
文
部
省
設
置
に
伴
い
文
部
大
丞

九
月
二
九
日
、
文
部
省
に
「
博
物
局
」
設
置
、
博
物
局
掛
に
任
命
さ
れ
る 

五
月
二
三
日
、
古
器
旧
物
保
存
方
公

布
（
太
政
官
布
告
）
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一
八
七
二
明
治　

五
35
一
月
五
日
、
文
部
大
丞
・
町
田
久
成
、
田
中
芳
男
と
共
に
万
国
博
覧
会
御
用
掛
と
し
て
事
務
局

に
出
向

一
月
八
日
、
太
政
官
正
院
に
「
澳
国
博
覧
会
事
務
局
」
開
設

五
月
一
五
日
、
社
寺
宝
物
調
査
（
壬
申
検
査
）
開
始
（
町
田
久
成
、
蜷
川
式
胤
、  

高
橋
由
一
、

横
山
松
三
郎
）

八
月
二
八
日
、
博
覧
会
事
務
局
を
内
山
下
町
の
旧
薩
摩
藩
邸
跡
に
移
す

名
古
屋
城
等
保
存
ノ
儀
を
建
議

三
月
一
〇
日
、
国
内
初
の
勧
業
博
覧

会
（
湯
島
聖
堂
大
成
殿
・
文
部
省
博

物
館
）

一
八
七
三
明
治　

六
36
三
月
一
九
日
、「
博
覧
会
事
務
局
博
物
館
」
と
改
称

内
山
下
町
博
物
館
（
集
古
館
）
の
始
ま
り

四
月
一
五
日
、
内
山
下
町
の
「
博
覧
会
事
務
局
博
物
館
」
で
博
覧
会
を
公
開

六
月
五
日
、
太
政
官
に
上
野
寛
永
寺
跡
地
に
博
物
館
と
書
籍
館
の
「
大
博
物
館
建
設
の
必
要
」

を
建
議

一
二
月
一
〇
日
、
内
務
大
丞
と
な
る

ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
初
の
正
式
参
加（
五

月
一
日
～
十
一
月
二
日
）

十
一
月
一
〇
日
、
内
務
省
設
置
（
初

代
内
務
卿
大
久
保
利
通
）

一
八
七
四
明
治　

七
37
七
月
三
〇
日
、
書
籍
館
の
書
籍
を
浅
草
米
倉
に
移
し
、「
浅
草
文
庫
」
と
す
る

米
国
博
覧
会
事
務
局
局
長
に
就
任

五
月
二
日
、
古
墳
発
見
ノ
節
届
出
方

（
太
政
官
達
五
九
号
）

一
八
七
五
明
治　

八
38
三
月
三
〇
日
、
博
覧
会
事
務
局
博
物
館
を
「
博
物
館
」（
内
務
省
所
管
）
と
改
称

五
月
三
〇
日
、
博
物
館
は
「
内
務
省
第
六
局
」
と
改
称
、
局
長
に
就
任

一
二
月
一
七
日
、「
浅
草
文
庫
」
を
一

般
に
公
開

一
八
七
六
明
治　

九
39
一
月
四
日
、
内
務
省
第
六
局
が
「
博
物
館
」
と
改
称
、
七
日
に
博
物
館
長
と
な
る

二
月
二
四
日
、
内
務
省
所
轄
の
博
物
館
の
み
「
博
物
館
」
と
称
す
（
太
政
官
布
達
第
二
〇
号
）

一
二
月
一
四
日
、
寛
永
寺
本
坊
跡
地
二
九
、八
〇
〇
坪
を
博
物
館
建
設
用
地
と
し
て
確
保
（
内

務
省
博
物
局
管
理
）

四
月
一
九
日
、
遺
失
物
取
扱
規
則
布

告
（
太
政
官
布
告
第
五
六
号
）

五
月
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
開

幕
（
十
一
月
一
〇
日
ま
で
）

一
八
七
七
明
治
一
〇
40
九
月
二
七
日
、
埋
蔵
物
発
見
の
場
合
、
内
務
省
に
届
け
出
義
務
を
布
達

八
月
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会

一
八
七
八
明
治
一
一
41
三
月
一
四
日
、
寛
永
寺
本
坊
跡
に
博
物
館
本
館
建
設
に
着
工
（
コ
ン
ド
ル
設
計
）

五
月
一
四
日
、
大
久
保
利
通
暗
殺

八
月
九
日
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
来
日

一
八
七
九
明
治
一
二
42
結
婚
、
三
男
一
女
（
蝶
子
）
を
も
う
け
る
も
妻
と
長
男
は
早
世

一
八
八
〇
明
治
一
三
43
二
男
・
秀
麿
誕
生
、
本
邸
・
浅
草
橋
場
、
別
邸
・
向
島
小
梅

一
八
八
一
明
治
一
四
44
一
月
二
七
日
、
博
物
館
竣
工

四
月
七
日
、
農
商
務
省
設
置
、
内
務
省
博
物
館
局
並
び
に
博
物
館
の
移
管
に
伴
い
内
務
省
・
博

物
局
長
か
ら
農
商
務
省
・
博
物
局
長
に
就
任

三
月
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
黎

庶
昌
、
駐
日
清
国
公
使
と
し
て
来
日

（
～
八
四
年
）
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一
八
八
二
明
治
一
五
45
三
月
二
〇
日
、
農
商
務
省
「
博
物
館
」
開
館
、
初
代
館
長
に
就
任

六
月
、
勲
四
等
正
五
位

一
〇
月
一
九
日
、
博
物
館
長
（
博
物
局
長
）
を
辞
任

三
男
・
茂
誕
生

六
月
五
日
、
ビ
ゲ
ロ
ー
、
モ
ー
ス
と

共
に
来
日

一
八
八
三
明
治
一
六
46
四
月
三
日
、
三
井
寺
法
明
院
・
桜
井
敬
徳
か
ら
八
斎
戒
を
受
け
る

一
〇
月
二
七
日
、
博
物
館
（
史
伝
課
長
）
に
復
帰

一
八
八
四
明
治
一
七
47
六
月
二
日
、
東
大
寺
戒
壇
で
敬
徳
よ
り
円
頓
菩
薩
戒
を
受
け
る

『
古
逸
叢
書
』
刊
行

一
八
八
五
明
治
一
八
48
三
月
一
〇
日
、
博
物
館
よ
り
元
老
院
義
員
に
転
出

五
月
、
勲
三
等

八
月
、
桜
井
敬
徳
上
京
、
向
島
小
梅
の
町
田
邸
に
止
宿
、
岡
倉
覚
三
の
紹
介
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
し

ば
し
ば
訪
問
す

九
月
二
十
一
日
、向
島
小
梅
の
町
田
邸
に
お
い
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ（
諦
信
）と
ビ
ゲ
ロ
ー（
月
心
）、

敬
徳
か
ら
戒
を
授
か
る

十
月
、
従
四
位

一
八
八
六
明
治
一
九
49
桜
井
敬
徳
が
『
義
瑞
和
尚
行
業
記
』
を
版
行
す
る
に
際
し
印
刷
代
金
を
立
替
え
る

三
月
二
四
日
、
宮
内
省
「
博
物
館
」
と
し
て
移
管

五
月
三
〇
日
、
岡
倉
覚
三
、
法
明
院
で
桜
井
敬
徳
よ
り
授
戒

一
八
八
七
明
治
二
〇
50
一
〇
月
、
東
京
美
術
学
校
設
立
（
事
実
上
の
校
長
は
岡
倉
天
心
）

黎
庶
昌
、
再
来
日
（
～
九
〇
年
）

十
二
月
六
日
、
島
津
久
光
死
去

一
八
八
八
明
治
二
一
51
一
月
、
宮
内
省
「
図
書
寮
付
属
博
物
館
」

九
月
、
宮
内
省
に
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
設
置
（
委
員
長
九
鬼
隆
一
）

一
八
八
九
明
治
二
二
52
五
月
十
六
日
、
宮
内
省
「
博
物
館
」
を
「
帝
国
博
物
館
」
と
改
称
、
九
鬼
隆
一
が
総
長
に
就
任

一
二
月
一
日
、
三
井
寺
に
て
敬
徳
に
従
い
剃
髪
、
大
乗
菩
薩
沙
弥
戒
を
受
け
る

出
家
後
、
東
京
に
戻
り
、
浅
草
橋
場
の
本
邸
と
向
島
小
梅
の
別
邸
を
処
分
す
る

一
二
月
十
四
日
、
敬
徳
、
東
京
に
て
死
去
、
五
五
歳

一
二
月
二
六
日
、
元
老
院
を
辞
し
、
三
井
寺
に
入
る

二
月
十
一
日
、
大
日
本
帝
国
憲
法
公

布五
月
、
パ
リ
万
博
開
幕 

（
フ
ラ
ン
ス

革
命
百
周
年
）
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一
八
九
〇
明
治
二
三
53
三
月
二
一
日
、
大
僧
都
補
任
（
遍
照
僧
正
の
古
例
に
依
る
）

三
井
寺
光
浄
院
住
職
、
ま
た
崇
福
寺
復
興
の
た
め
兼
務
住
職
と
な
る

九
月
、
崇
福
寺
再
興
の
た
め
園
城
寺
蔵
の
朝
鮮
鐘
の
模
鋳
を
発
願
し
、
鐘
銘
の
執
筆
を
大
清
欽

差
大
臣
・
黎
庶
昌
に
依
頼

一
〇
月
二
七
日
よ
り
三
日
間
、
智
証
大
師
一
千
年
遠
忌
を
修
す
る

七
月
六
日
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
帰
国

九
月
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
着
任

一
八
九
一
明
治
二
四
54
一
二
月
一
四
日
、『
敬
徳
大
和
上
略
伝
』
を
著
わ
す
（
奥
書
）

五
月
十
一
日
、
大
津
事
件

一
八
九
二
明
治
二
五
55
三
月
、「
志
賀
山
再
建
并
梵
鐘
浄
財
募
縁
」（
三
井
寺
所
蔵
文
書
）
を
作
成
し
、
崇
福
寺
再
興
の

た
め
梵
鐘
鋳
造
の
募
金
を
行
な
う

ま
た
当
時
、
直
隷
総
督
・
北
洋
大
臣
で
あ
っ
た
李
鴻
章
が
金
塊
を
寄
贈

六
月
一
五
日
、
志
賀
山
寺
再
建
を
発
願
し
願
筆
白
衣
観
音
像
分
布
会
を
設
立

一
八
九
三
明
治
二
六
56
長
吏
祐
玉
を
拝
し
、
円
頓
菩
薩
比
丘
戒
を
受
け
、
大
僧
と
な
る

シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
の
世
界
宗
教
会
議
参
加
の
た
め
秀
麿
を
伴
い
渡
米

シ
カ
ゴ
万
博
（
五
月
～
十
月
）

一
八
九
四
明
治
二
七
57

八
月
、
日
清
戦
争

一
八
九
五
明
治
二
八
58

四
月
、
帝
国
奈
良
博
物
館
開
館

一
八
九
六
明
治
二
九
59
こ
の
頃
、
体
調
を
崩
し
、
寛
永
寺
明
王
院
で
療
養

七
月
六
日
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
再
来
日

一
八
九
七
明
治
三
〇
60
九
月
一
五
日
、
上
野
公
園
・
韻
松
亭
で
死
去
、
六
〇
歳
、
寛
永
寺
津
梁
院
に
内
葬

権
大
僧
正
に
贈
補
、
遺
骸
を
送
柩
し
、
法
明
院
墓
所
に
埋
葬
（
土
葬
）

墓
碑
銘
「
本
実
成
院
権
大
僧
正
久
成
大
和
上
墓
」

五
月
、
帝
国
京
都
博
物
館
開
館

六
月
一
〇
日
、
古
社
寺
保
存
法
（
法

律
第
四
九
号
）

一
八
九
八
明
治
三
一

九
月
、
一
周
忌
に
際
し
、
津
梁
院
墓
地
に
供
養
塔
建
立

一
九
一
二
大
正
元
年

十
七
回
忌
に
際
し
、
東
京
国
立
博
物
館
に
顕
彰
碑
「
町
田
石
谷
君
碑
」
建
立



成安造形大学附属近江学研究所紀要　第５号
発行日　平成28年３月24日

発　行　学校法人京都成安学園　成安造形大学　附属近江学研究所
　　　　〒520-0248　滋賀県大津市仰木の里東４-３-１
　　　　電話　077-574-2118

発行者　木村 至宏

編　集　成安造形大学附属近江学研究所

印刷所　宮川印刷株式会社

©Seian University of Art and Design 2016
ISSN 2186-6937


